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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月16日(2018.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに隔てられ間隔をおかれる少なくとも第１及び第２のコイルセクションを有する第
１の導電性コイルと、
　前記第１及び第２のコイルセクションを支持する支持構造と、
を有し、
　前記支持構造は、前記第１の導電性コイルが通電される場合及び非通電にされる場合、
前記第１及び第２のコイルセクションの相対的な軸方向位置を固定の状態に維持し、通電
される場合、前記第１及び第２のコイルセクションの各々が半径方向に拡張することを可
能にするように構成され、
　前記支持構造が、
　前記第１のコイルセクション上の第１のサイトに配される第１の部分及び前記第２のコ
イルセクション上の第１のサイトに配される第２の部分を有する第１の支持素子であって
、前記第２のコイルセクション上の第１のサイトに対し、前記第１のコイルセクション上
の第１のサイトを軸方向、半径方向及び回転方向において固定する、第１の支持素子と、
　前記第１のコイルセクション上の第２のサイトに配される第１の部分及び前記第２のコ
イルセクション上の第２のサイトに配される第２の部分を有する第２の支持素子であって
、前記第２のコイルセクション上の第２のサイトに対し前記第１のコイルセクション上の
第２のサイトを軸方向及び回転方向において固定し、前記第１及び第２のコイルセクショ
ンの半径方向の移動を可能にする、第２の支持素子と、
　前記第１のコイルセクション上の第３のサイトに配される第１の部分及び前記第２のコ
イルセクション上の第３のサイトに配される第２の部分を有する第３の支持素子であって
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、前記第２のコイルセクション上の第３のサイトに対し前記第１のコイルセクション上の
第３のサイトを軸方向において固定し、前記第１及び第２のコイルセクションの第３のサ
イトにおける半径方向及び回転の移動を可能にする、第３の支持素子と、
　前記第１のコイルセクション上の第４のサイトに配される第１の部分及び前記第２のコ
イルセクション上の第４のサイトに配される第２の部分を有する第４の支持素子であって
、前記第２のコイルセクション上の第４のサイトに対し、前記第１のコイルセクション上
の第４のサイトを軸方向において固定し、前記第１及び第２のコイルセクションの第４の
サイトにおける半径方向及び回転の移動を可能にする、第４の支持素子と、
を有する、装置。
【請求項２】
　少なくとも第２の導電性コイルを更に有し、
　前記第１の導電性コイルは磁界コイルであり、前記第２の導電性コイルがシールドコイ
ルであり、
　前記シールドコイルは、互いに隔てられ間隔をおかれる少なくとも第１及び第２のシー
ルドコイルセクションを有し、
　前記シールドコイルは、前記磁界コイルの直径より大きい直径を有し、
　前記シールドコイルの軸は、前記磁界コイルによって規定される周の中を通り、
　前記支持構造は、前記第１の導電性コイルが通電される場合及び非通電にされる場合、
前記第１及び第２のシールドコイルセクションの相対的な軸方向位置を固定の状態に維持
し、通電される場合、前記第１及び第２のシールドコイルセクションの各々が半径方向に
拡張することを可能にするように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記支持構造は、前記第１の導電性コイルの軸と平行に延びる軸を有する支持リングを
更に有し、電気絶縁性の前記支持リングは、前記第１の支持素子に固定的に取り付けられ
、
　前記第３及び第４の支持素子の各々は、それらの中に配されるスロットを有し、前記電
気絶縁性の支持リングの第１の部分が、前記第３の支持素子のスロット内に配され、前記
電気絶縁性の支持リングの第２の部分が、前記第４の支持素子のスロット内に配置される
、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記支持リングが、少なくとも１つの回転制約を有し、
　前記第２の支持素子が、その中に配されるスロットを有し、
　前記支持リングの第３の部分が、前記第２の支持素子のスロット内に配され、
　前記第２の支持素子が、少なくとも１つの回転制約によって回転可能に固定される、請
求項３に記載の装置。
【請求項５】
　少なくとも第２の導電性コイルを更に有し、
　前記第１の導電性コイルは磁界コイルであり、前記第２の導電性コイルはシールドコイ
ルであり、
　前記シールドコイルは、互いに隔てられ間隔をおかれる第１及び第２のシールドコイル
セクションを少なくとも有し、
　前記シールドコイルは、前記磁界コイルの直径より大きい直径を有し、
　前記支持構造は、前記第１の導電性コイルが通電される場合及び非通電にされる場合、
前記第１及び第２のシールドコイルセクションの相対的な軸方向位置を固定の状態に維持
し、通電される場合、前記第１及び第２のシールドコイルセクションの各々が半径方向に
拡張することを可能にするように構成され、前記第１の支持素子は、前記第１のシールド
コイルセクション上の第１のサイトに配される第３の部分及び前記第２のシールドコイル
セクション上の第１のサイトに配される第４の部分を有し、前記第１の支持素子は、前記
第２の磁界コイルセクション上の第１のサイトに対し、前記第１のシールドコイルセクシ
ョン上の第１のサイトを軸方向、半径方向及び回転方向において固定し、
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　前記支持構造が更に、
　前記第１のシールドコイルセクション上の第２のサイトに配される第１の部分及び前記
第２のシールドコイルセクション上の第２のサイトに配される第２の部分を有する第５の
支持素子であって、前記第２のシールドコイルセクション上の第２のサイトに対し前記第
１のシールドコイルセクション上の第２のサイトを軸方向及び回転方向において固定し、
前記第１及び第２のシールドコイルセクションの半径方向の移動を可能にする第５の支持
素子と、
　前記第１のシールドコイルセクション上の第３のサイトに配される第１の部分及び前記
第２のシールドコイルセクション上の第３のサイトに配される第２の部分を有する第６の
支持素子であって、前記第２のシールドコイルセクション上の第３のサイトに対し前記第
１のシールドコイルセクション上の第３のサイトを軸方向において固定し、前記第１及び
第２のシールドコイルセクションの半径方向及び回転の移動を可能にする第６の支持素子
と、
　前記第１のシールドコイルセクション上の第４のサイトに配される第１の部分を有する
第７の支持素子であって、前記第２のシールドコイルセクション上の第４のサイトに対し
前記第１のシールドコイルセクション上の第４のサイトを軸方向において固定し、前記第
１及び第２のシールドコイルセクションの半径方向及び回転の移動を可能にする第７の支
持素子と、
を有する、請求項３に記載の装置。
【請求項６】
　前記支持構造が、
　前記第１の導電性コイルの軸と平行に延びる軸を有する少なくとも１つの支持リングと
、
　前記支持リングに接続される複数の支持梁と、
　前記第１のコイルセクションに各々が接続される複数の第１の支持素子と、
　前記第２のコイルセクションに各々が接続される複数の第２の支持素子と、
　複数のヒンジ部材対であって、各々のヒンジ部材対が、前記第１及び第２の支持素子の
一方を前記支持梁の１つに接続する、複数のヒンジ部材対と、
を更に有し、
　前記第１及び第２の支持素子は、前記第１及び第２のコイルセクションの互いに対する
回転及び軸方向の移動を妨げるように構成され、
　前記複数のヒンジ部材対は、前記第１及び第２のコイルセクションの半径方向の移動を
可能にする、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　少なくとも第２の導電性コイルを更に有し、
　前記第１の導電性コイルは磁界コイルであり、前記第２の導電性コイルはシールドコイ
ルであり、
　前記シールドコイルは、互いに隔てられ間隔をおかれる少なくとも第１及び第２のシー
ルドコイルセクションを有し、
　前記シールドコイルは、前記磁界コイルの直径より大きい直径を有し、
　前記支持構造は、前記第１の導電性コイルが通電される場合及び非通電にされる場合、
前記第１及び第２のシールドコイルセクションの相対的な軸方向位置を固定の状態に維持
し、通電される場合、前記第１及び第２のシールドコイルセクションの各々が半径方向に
拡張することを可能にするように構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記支持構造が、
　前記第１のシールドコイルセクションに各々が接続される複数の第３の支持素子と、
　前記第２のシールドコイルセクションに各々が接続される複数の第４の支持素子と、
　複数の第２のヒンジ部材対であって、各々の第２のヒンジ部材対が、前記第３及び第４
の支持素子の一方を前記支持梁の１つに接続する、複数の第２のヒンジ部材対と、
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を更に有し、
　前記第３及び第４の支持素子が、前記第１及び第２のシールドコイルセクションの互い
に対する回転及び軸方向の移動を妨げるように構成され、
　前記複数の第２のヒンジ部材対が、前記第１及び第２のシールドコイルセクションの半
径方向の移動を可能にする、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　互いに隔てられ間隔をおかれる第１及び第２のコイルセクションを少なくとも有する第
１の導電性コイルを支持する方法であって、
　前記第１の導電性コイルが通電される場合及び非通電にされる場合、前記第１及び第２
のコイルセクションの相対的な軸方向位置を固定の状態に維持するステップと、
　通電される場合、前記第１及び第２のコイルセクションの各々が半径方向に拡張するこ
とを可能にするステップと、
　前記第２のコイルセクション上の第１のサイトに対し、前記第１のコイルセクション上
の第１のサイトを軸方向、半径方向及び回転方向において固定するステップと、
　前記第２のコイルセクション上の第２のサイトに対し、前記第１のコイルセクション上
の第２のサイトを軸方向及び回転方向において固定し、その一方、前記第１のコイルセク
ション上の第２のサイトにおける前記第１のコイルセクションの半径方向の移動を可能に
し、前記第２のコイルセクション上の第２のサイトにおける前記第２のコイルの半径方向
の移動を可能にするステップと、
　前記第２のコイルセクション上の第３のサイトに対し前記第１のコイルセクション上の
第３のサイトを軸方向において固定し、その一方、前記第１のコイルセクション上の第３
のサイトにおける前記第１のコイルセクションの半径方向及び回転の移動を可能にすると
ともに、前記第２のコイルセクション上の第３のサイトにおける前記第２のコイルセクシ
ョンの半径方向及び回転の移動を可能にするステップと、
　前記第２のコイルセクション上の第４のサイトに対し前記第１のコイルセクション上の
第４のサイトを軸方向において固定し、その一方、前記第１のコイルセクション上の第４
のサイトにおける前記第１のコイルセクションの半径方向及び回転の移動を可能にすると
ともに、前記第２のコイルセクション上の第４のサイトにおける前記第２のコイルセクシ
ョンの半径方向及び回転の移動を可能にするステップと、
を有する方法。
【請求項１０】
　少なくとも第２の導電性コイルを支持するステップを更に有し、
　前記第１の導電性コイルは磁界コイルであり、前記第２の導電性コイルはシールドコイ
ルであり、
　前記シールドコイルは、互いから隔てられ及び間隔をおかれた少なくとも第１及び第２
のシールドコイルセクションを有し、
　前記シールドコイルは、前記磁界コイルの直径より大きい直径を有し、
　前記方法が更に、
　前記第１の導電性コイルが通電される場合及び非通電にされる場合、前記第１及び第２
のシールドコイルセクションの相対的な軸方向位置を固定の状態に維持するステップと、
　通電される場合、前記第１及び第２のシールドコイルセクションの各々が半径方向に拡
張することを可能にするステップと、
を有する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記磁界コイル及び前記シールドコイルの少なくとも一方が非通電にされる場合、前記
磁界コイルの軸及び前記シールドコイルの軸はアラインされないステップと、
　前記磁界コイル及び前記シールドコイルの両方が通電される場合、前記磁界コイルの軸
及び前記シールドコイルの軸が同軸にアラインされるステップと、
を更に有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記第２のシールドコイルセクション上の第１のサイトに対し、前記第１のシールドコ
イルセクション上の第１のサイトを軸方向、半径方向及び回転方向において固定するステ
ップと、
　前記第２のシールドコイルセクション上の第２のサイトに対し、前記第１のシールドコ
イルセクション上の第２のサイトを軸方向及び回転方向において固定し、その一方、前記
第１のシールドコイルセクション上の第２のサイトにおける前記第１のシールドコイルセ
クションの半径方向の移動を可能にするとともに、前記第２のシールドコイルセクション
上の第２のサイトにおける前記第２のシールドコイルの半径方向の移動を可能にするステ
ップと、
　前記第２のシールドコイルセクション上の第３のサイトに対し前記第１のシールドコイ
ルセクション上の第３のサイトを軸方向において固定し、その一方、前記第１のシールド
コイルセクション上の第３のサイトにおける前記第１のシールドコイルセクションの半径
方向及び回転の移動を可能にするとともに、前記第２のシールドコイルセクション上の第
３のサイトにおける前記第２のシールドコイルセクションの半径方向及び回転の移動を可
能にするステップと、
　前記第２のシールドコイルセクション上の第４のサイトに対し前記第１のシールドコイ
ルセクション上の第４のサイトを軸方向において固定し、その一方、前記第１のシールド
コイルセクション上の第４のサイトにおける前記第１のシールドコイルセクションの半径
方向及び回転の移動を可能にするとともに、前記第２のシールドコイルセクション上の第
４のサイトにおける前記第２のシールドコイルセクションの半径方向及び回転の移動を可
能にするステップと、
を更に有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のコイルセクション及び前記第２のコイルセクションの一方に各々が接続され
る複数のヒンジ結合の支持素子を通じて通電される場合、前記第１及び第２のコイルセク
ションの各々が半径方向に拡張することを可能にするステップを更に有する、請求項９に
記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも第２の導電性コイルを支持するステップを更に有し、前記第１の導電性コイ
ルは磁界コイルであり、前記第２の導電性コイルはシールドコイルであり、前記シールド
コイルは、互いから隔てられ及び間隔をおかれた少なくとも第１及び第２のシールドコイ
ルセクションを有し、前記シールドコイルは、前記磁界コイルの直径より大きい直径を有
し、前記シールドコイルの軸は、前記磁界コイルによって規定される周の中を通り、
　前記方法が、
　前記第１の導電性コイルが通電される場合及び非通電にされる場合、前記第１及び第２
のシールドコイルセクションの相対的な軸方向位置を固定の状態に維持するステップと、
　前記第１のシールドコイルセクション及び前記第２のシールドコイルセクションの一方
に各々が接続される複数の付加のヒンジ結合の支持素子を通じて通電される場合、前記第
１及び第２のシールドコイルセクションの各々が半径方向に拡張することを可能にするス
テップと、
を更に有する、請求項１３に記載の方法。
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